

























間の Retellingについては，Allport & Postman （1947）が，伝言ゲーム実験の結果，主に leveled
（短く，または簡潔になる）・sharpened（関心による詳細の消失または部分の強調）・assimi-
lated（先入観などにより整合性が生じる）の諸現象が現れたことを指摘していた。しかし反
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